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7. 共同利用研究 

 

7.1 概要 

令和 2 年度の共同利用研究の研究課題は、以下 3 つのカテゴリーで実施されている。 
  A 計画研究 
  B 一般研究 
  C 随時募集研究 
 
共同利用研究は、昭和 57 年度に「計画研究」と「自由研究」の 2 つの研究課題で実施され、昭和 62 年度

からは「資料提供」（平成 14 年度から「施設利用」と名称を変更、さらに平成 20 年度から「随時募集研

究」と名称を変更）を、平成６年度からは「所外供給」（平成 14 年度から「所外貸与」と名称を変更し、

平成 15 年度で終了）が実施された。さらに平成 23 年度からは「自由研究」を「一般個人研究」（平成 30
年度から「一般研究」と名称を変更）と「一般グループ研究」（「一般グループ研究」は平成 28 年度で終

了）に区分して実施されている。それぞれの研究課題の概略は以下の通りである。 
「計画研究」は、本研究所推進者の企画に基づいて共同利用研究者を公募するもので、個々の「計画研究」

は 2〜3 年の期間内に終了し、成果をまとめ、公表を行う。 
「一般研究」は、「計画研究」に該当しないプロジェクトで、応募者の自由な着想と計画に基づき、所内対

応者の協力を得て共同研究を実施する。 
「随時募集研究」は資料（体液、臓器、筋肉、毛皮、歯牙・骨格、排泄物等。生理実験・行動実験・行動

観察も含む）を提供して行われる共同研究である。 
なお、平成 22 年度から、霊長類研究所は従来の全国共同利用の附置研究所から「共同利用・共同研究拠

点」となり、これに伴い、共同利用・共同研究も拠点事業として進められることとなった。 
令和 2 年度の計画研究課題、および共同利用研究への応募・採択状況は以下のとおりである。 
 
(1) 計画研究課題 

i) 各種霊長類の発達と加齢に関する総合的研究：特に、こころ・からだ・くらしの観点から 

実施予定年度：平成 30～令和 2年度 

課題推進者：足立幾磨、友永雅己、宮部貴子、林美里、服部裕子 

チンパンジー、テナガザルなどの類人猿から、旧世界ザル、新世界ザル、曲鼻猿類までの幅広い霊長類

種を対象に、胎生期から老年期までの各年齢段階におけるこころ・からだ・くらしの変化とその相互作用

について総合的に研究を進める。比較認知科学、行動学、形態学、生理学・獣医学、動物福祉学など多様

な研究手法のもと、実験室や放飼場などでの認知実験や社会行動の観察、身体機能の発達的変化、加齢に

ともなう健康管理など、多様なトピックを統合的に推進する。 

 

ii) 霊長類の先進的遺伝子改変モデルを用いた神経ネットワークの構造と機能の解明 

実施予定年度：令和 2〜3年度 

課題推進者：高田昌彦、中村克樹、大石高生、宮地重弘、井上謙一 

多様なウイルスベクターシステムや光遺伝学・化学遺伝学的技術により作出した先進的遺伝子改変モ

デルを用いて、マカクザルやマーモセットなどの霊長類動物における神経ネットワークの構造と機能の

解明に迫る。 

 

iii) 霊長類資・試料を用いた分子細胞研究 

実施予定年度：令和 2〜3年度 

課題推進者：今井啓雄、古賀章彦、岡本宗裕、今村公紀、明里宏文 

霊長類研究所には研究所内外から集められた様々な資・試料が保存されている。中でも分子生物学的試

料の利用は年々増え、DNA や RNA、細胞や臓器類を用いた先進的な研究が行われている。これらを集約し

てお互いの情報交換と試料の有効活用を図る。 
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(2) 共同利用研究への応募並びに採択状況 

令和 2 年度は計 139 件（延べ 350 名）の応募があり、共同利用実行委員会(今井啓雄、足立幾磨、脇田真

清、平﨑鋭矢、田中洋之、古市剛史、Andrew MacIntosh）において採択原案を作成し、共同利用専門委員

会（令和 2 年 2 月 26 日）の審議・決定を経て、拠点運営協議会（令和 2 年 3 月 5 日）で承認された。そ

の結果、138 件（延べ 349 名）が採択された。 
 
各課題についての応募・採択状況は以下のとおりである。 
 
課題 応募     採択 
計画研究 36 件（121 名） 36 件（121 名） 
一般研究 79 件（185 名） 78 件（184 名） 
随時募集研究 20 件（40 名）  20 件（40 名） 
研究会 4 件 （4 名）      4 件 （4 名） 
合計            139 件（350 名）  138 件（349 名） 
 
※上記は拠点運営協議会（令和 2 年 3 月 5 日）以降に採択された随時募集研究の件数も含む。 
 
  




